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2023 年 3 ⽉期第 2 四半期決算説明会での質疑応答について 

 
当社は、11 ⽉ 11 ⽇（⾦）に 2023 年 3 ⽉期第 2 四半期決算を発表し、11 ⽉ 15 ⽇（⽕）

に機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開催いたしました。当⽇は、決算概要および開
発の進捗を説明し、その後、ご質問をいくつかいただきましたので、内容についてご報告申
し上げます。 
 

質問と回答の概要について、下記の通り共有いたします。 
 質問 回答
１ 各パイプラインの導出交渉の

状況は︖ 
具体的にはお話はできませんが、各パイプラインで
交渉を進めています。

２ 導出について、以前と⽐べて、
第Ⅰ相試験レベルにおいて求
められるデータは多くなって
いる状況はありますか︖ 

がんの場合は、第Ⅰ相から患者さんが対象となるの
で有効性の感触などの情報が得られますが、疾患に
より情報量は異なります。 

３ Ｍ＆Ａや導⼊について、イメー
ジしている領域を教えてくだ
さい。 

海外で進む第Ⅲ相、第Ⅱ相の製品を想定しています。
がん領域やそれ以外でも、アンメットニーズや医療
の改善が必要とされる疾患で、⼤⼿製薬が⼿を出し
にくいものが検討範囲です。

４ mRNA 医薬について、新しい
モダリティになるので製造の
ハードルはありますか︖ 

mRNA については、⽇本でのＧＭＰ製造のＣＤＭＯ
がまだ整備されていないため、現状海外に依存して
います。現在、アルカリスなどの国内ＣＤＭＯの⽴ち
上げが進んでいるので、期待しています。 
ポリマーについては国内ＣＤＭＯでＧＭＰ製造が進
捗しています。

 
以上 


